
1980年出上の木簡

和
歌
山
‘
野
田
地
区
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
和
歌
山
県
有
田
郡
吉
備
町
野
田

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
〇
年

（昭
５５
）
五
月
を

一
九
八

一
年

（昭
５６
）
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
和
歌
山
県
教
育
委
員
会

・
和
歌
山
県
文
化
財
研
究
会

４
　
調
査
担
当
者
　
藤
井
保
夫

・
渋
谷
高
秀

５
　
遺
跡
の
種
類
　
寺
院
跡
、
水
田
跡
、
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
先
土
器
時
代
ぞ
室
町
時
代

７
　
迫退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

野
田
地
区
遺
跡
は
、
有
田
川
下
流
域
の
左
岸
に
位
置
す
る
。
そ
の
地
形
は
、

沖
積
平
野
と
河
岸
段
丘
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
標
高
約

一
三
―

一
五
ｍ
を
測

ヱや
。発

掘
調
査
は
、
海
南
、
湯
浅
道
路
建
設
工
事
に
伴
い
、
日
本
道
路
公
団
よ
り

委
託
を
受
け
て
実
施
し
た
。

検
出
し
た
遺
構
は
、
段
丘
上
か
ら
は
、
鎌
倉
時
代
後
半
の
観
音
寺
跡
に
関
連

す
る
と
考
え
ら
れ
る
掘
立
柱
建
物
跡
や
区
画
用
の
濤
跡
、
ま
た
大
濤
跡
な
ど
を

検
出
し
た
。
沖
積
平
野
と
河
岸
段
丘
の
境
界
か
ら
は
、
弥
生
時
代
後
期
か
ら
室

町
時
代
に
至
る
濤
群
を
調
査
区
内
約
二
五
ｍ
に
わ
た
っ
て

一
〇
条
検
出
し
た
。

大
濤
群
は
、
時
代
に
よ
っ
て
、
層
位
、
流
路
、
規
模
、
濤
底
高
を
変
え
て
い
る

が
、
平
野
と
段
丘
の
境
界
と
い
う
位
置
は
、
各
時
代
共
に
共
通
で
あ
る
。
濤
群

は
、
有
田
川
の
氾
ら
ん
や
段
丘
よ
り
の
落
込
み
等
の
条
件
に
規
定
さ
れ
、
比
較

的
短
期
間
で
廃
絶
さ
れ
て
い
る
た
め
、
弥
生
時
代
後
期
、
古
墳
時
代
中
期
、
奈

良
時
代
後
半
、
平
安
時
代
前
半
、
平
安
時
代
中
ｉ
後
半
、
鎌
倉
時
代
前
半
、
鎌

倉
時
代
後
半
、
室
町
時
代
前
半
に
比
定
さ
れ
る
各
時
期
別
の
上
器
類
、
木
器
類

を

一
括
で
う
る
こ
と
が
で
き
た
。

木
簡
が
出
上
し
た
の
は
、
標
高

一
〇

・
七
ｍ
で
検
出
し
た
濤
か
ら
で
あ
る
。

濤
は
、
幅
三
ｍ
、
深
さ
○

・
五
ｍ
を
計
り
、
濤
内
堆
積
土
は
、
大
き
く
三
層
に

分
け
ら
れ
る
。
上
層

。
中
層
は
、
砂
層
と
粘
土
層
で
、
八
世
紀
後
半
の
土
器
を

含
む
。
下
層
は
、
流
れ
堆
積
を
し
め
す
砂
礫
層
で
あ
る
。
木
簡
は
、
こ
の
下
層

よ
り
出
土
し
た
。
他
に
人
形
二
点
等
も
出
上
し
た
。

笹
塔
婆
が
出
土
し
た
の
は
、
標
高

一
二

二
ハ
ｍ
で
検
出
し
た
濤
か
ら
で
あ

る
。
濤
は
、
幅
二

・
五
ｍ
、
深
さ
○

・
五
ｍ
を
計
り
、
両
肩
に
は
、
径
八
ｃｍ

前
後
の
九
杭
を
垂
直
に
打
ち
込
み
、
護
岸
し
て
い
る
。
濤
内
堆
積
土
は
、
大
き

く
二
層
に
分
か
れ
る
。
上
層
は
砂
層
と
砂
礫
層
の
互
層
で
、　
一
四
世
紀
を
前
後

す
る
と
思
わ
れ
る
土
器
を
含
む
。
笹
塔
姿
は
、
上
層
の
砂
礫
層
上
面
よ
り
数
百

点
が
、　
一
ケ
所
に
集
中
し
て
出
上
し
た
。　
一
部
、
下
層
の
砂
礫
層
中
よ
り
も
出

土
す
る
。
笹
塔
婆
の
他
に
は
、
曲
物
、
は
し
、
ザ
ル
、
う
る
し
塗
皿
、
塔
婆
等

多
量
に
出
土
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文
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容
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無
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（
ド
『
中
）
×
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〇
×
ド

（
ド
『
］
）
×
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（
ド
ω
∞
）
Ｘ
Ｐ
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×
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ド『
い
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×
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②
ｉ
⑤
の
笹
塔
婆
は
、
頭

部
を
圭
頭
状
に
切
り
、
六
字

名
号
の
み
を
書
写
し
た
も
の

で
あ
る
。
詳
細
は
調
査
報
告

書
に
譲
り
た
い
。（渋

谷
高
秀
）
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